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安心して学童保育を利用できるよう、
新たに児童館の建設を

森
田
議
員
が
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一
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問

　10月24日に神戸市会本会議がひらかれ、日本共産党
神戸市会議員団を代表して森田たき子議員が一般質問
に登壇しました。

質
疑
項
目

１．学童保育の過密解消について
２．農業振興の強化について
３．�西区で検出された基準値を超え
る有機フッ素化合物（PFAS）対
策について

　神戸市内の学童保育は、市
のガイドライン基準を超えた
児童館が25施設にもおよび、
過密状態が深刻になっていま
す。西区の井吹東小学校では
総児童数が1000人超えのマン
モス化が続き、学童保育はガ
イドライン基準をはるかに超
え、学年別でプレハブ校舎と
児童館と地域福祉センターを
利用しています。指導員は児
童を無事に帰すのみで余裕が

ありません。また、長坂小学
校では、学童保育に２教室と
多目的室も使い、のびのびひ
ろばに２教室を使っているた
め、特別支援学級は教室が足
りず、物置を転用しなければ
教室を確保できない深刻な状
態になっています。森田議員
は、子どもたちが安心して学
童保育を利用できるように、
新たに児童館を建設するよう
求めました。

　日本農業の危機が急速にす
すみ、農業者は減少し、日本
の食料自給率はカロリーベー
スで38％と、異常な水準まで
低下し、神戸市の農業も危機
的な状況になっています。森
田議員は先の委員会でも、23
年間神戸市が独自で実施して
きた価格保障と所得補償をす

る「神戸市野菜栽培契約事
業」の復活を求めましたが、
局長は「役割を果たした」と
後ろ向きな答弁に終始しまし
た。森田議員は、厳しさが続
く今こそ、市が独自支援とし
て価格保障と所得補償をおこ
ない、神戸市の農業を強化す
べきと質しました。

２・３年生が利用している定
員40名の児童館には134人の
児童がおり、お弁当やおやつ
の時間には部屋を交代しなが
ら食べ、体調が悪くなった児
童は混雑した部屋の隅で休ま
せている。毎日トラブルが絶
えないと聞いている。改善が
必要ではないか。
　小原副市長：児童館が手狭
になったら周辺の地域福祉セ
ンターや集会所等を活用し、ほ
ぼ毎日運動場も利用している。
　森田議員：長坂小学校で
は、長坂幼稚園の跡を改修し
て利用しているが、裏側の斜
面は土砂災害警戒区域に指定
されており、指導員からは改

善を求める声も聞いている。
この問題にはどのように対応
するのか。
　小原副市長：安全管理マニ
ュアルにもとづき、避難情報
が出た場合には速やかに避難
先である校舎内に引率する等
の対応を周知している。
　森田議員：児童館を新たに
建設するための敷地は十分に
ある。厳しい社会状況を反映
して就労家庭は増え、学童保
育の利用が増え続けていま
す。西区以外にも、人数が多
くなって困っているところに
ついては、「子育てしやすい
まち」と市長が言うのであれ
ば、改めていく必要がある。

答弁答弁ダイジェストダイジェスト

答弁答弁ダイジェストダイジェスト

　小原副市長：学校施設の活
用をより一層促進するととも
に、民間学童での受入れ拡大

なども含めて、学童保育の実
施場所の確保に取り組んでい
きたい。
　森田議員：伊吹東小学校の

　久元市長：国と県で収入減

農業を安心して続けられるよう
支援強化し、食料自給率の向上を

少と自然災害による損害を補
填する事業が継続されてお
り、市独自で所得補償、価格
保障を実施する必要はない。
農業委員会の皆さんと意見交
換をしたが、価格保障をして
ほしいという意見はなかっ
た。市では後継者や農村地域
への移住を推進することが重
要だ。
　森田議員：農家の皆さんか
らは「神戸市は事業が先にあ
りきで生産者の意見を聞かな
い」「機械購入の補助金も法
人化の方向で、個人農家を潰
していくのか」「高収入の儲

かるようなところにしか新規
就農者の人たちも行かない」
と厳しい声をどのように受け
止めているのか。
　今西副市長：農家の方々の
意見を聞いて事業を推進して
いる。
　森田議員：新規就農者の人
たちが、農業を始める時の支
援の要件が非常に厳しい。生
産者の皆さんと丁寧に意見交
換し、市独自で支援をすべき
だ。



王子公園再整備計画に王子公園再整備計画に
反対の声74283筆!!反対の声74283筆!!

　10月23日、日本共産党神戸市会議員団の西ただす議員は、
2022年度神戸市各会計決算と決算関連議案の委員長報告に対
し、反対討論をおこないました。

有機フッ素化合物PFAS問題有機フッ素化合物PFAS問題

　神戸市は、2020年から毎年
４回、明石川と伊川の８か所
で化学物質PFAS（ピーファ
ス）のうちPFOS（ピーフォ
ス）とPFOA（ピーフォア）
を測定しています。PFASは
体内に残留する重大な疾患と
して、 幼児や胎児の成長低
下、腎臓がんのリスクの増加

など国際的な知見が出て、日
本でも製造や輸入が禁止とな
っています。日本では環境省
が暫定目標値を定めています
が、西区の中津橋や藤原橋な
ど多くの場所で基準値を超え
る数値が出ています。森田議
員は、発生源を特定し、規制
するよう強く求めました。

　10月26日、日本共産党神戸市会議員団の味口としゆき議
員と大かわら鈴子議員は、「みんなの王子公園 ＆動物園の
会」の皆さんと、王子公園再整備計画に反対する74283人
分の署名を久元神戸市長あてに提出しました。
　対応した神戸市当局は、「皆さんの声を受け止める」な
どと言いましたが、実際は大学誘致、プールや相撲場の廃
止、テニスコートやサブグラウンドなどの縮小は変更され
ていません。さらに、大学誘致のために動物園の敷地面積
は全く拡大されず、飼育動物130種のうち、50～60種が削
減され、また景観や自然を破壊する樹木の伐採の規模など
は何も示さず進めています。
　日本共産党神戸市会議員団は、計画を撤回させ市民の皆
さんのための王子公園・動物園になるよう、引き続き力を
尽くします。
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　今西副市長：どの程度の量
が体に入ると影響がでるのか
など確定的な知見がなく、基
準を定めるのは困難だ。国内
で健康被害が発生した事例は
ないが測定地点を増やす。
　森田議員：明石川の上流に
は産廃施設もあり、近隣の皆
さんは大変心配している。な
ぜ原因を追究しないのか。
　今西副市長：排出元の可能
性が高いと推測される事業者
がわかれば、自主的な取り組
みを促すが、現時点では排出

基準がなく立ち入り調査や強
制力を伴う指導はできない。
　森田議員：地域住民の皆さ
んの心配は健康への影響だ。
住民の皆さんの健康影響調査
もおこなうべきだ。
　今西副市長：国で国際的な
知見を集めている段階なので、
その状況を見守る。市で健康
被害の調査をする予定はない。
　森田議員：人体に残留して
いく危険な物質であることは
明確だ。市民の命を守るため
に、発生源を早くつきとめ防
止すべきだ。

市民の命守るため、発生源の
特定・規制と健康調査早急に！

討論の全文は
こちらからご
覧ください

申し入れをおこなう（右から）、かとうけんじ党衆議院兵庫３区国政委員長、
前田あきら議員、西ただす議員、森田たき子議員、ひびゆうこ党衆議院兵庫４
区国政委員長

「みんなの王子公園＆動物園の会」の皆さんと署名を提出する
味口としゆき議員と大かわら鈴子議員

　食品スーパーを運営する株式会社トーホーは、市内19店舗の
うち他社へ事業譲渡対象外の市内11店舗を2025年１月までに閉
店と発表しました。郊外やニュータウン地域のスーパーは住民
の暮らしを支え、雇用や交流の場としての役割を果たしてお
り、市民生活への影響は深刻です。
　10月27日、日本共産党神戸市会議員団の西ただす議員、森田
たき子議員、前田あきら議員は、かとうけんじ党衆議院兵庫３
区国政委員長、ひびゆうこ党衆議院兵庫４区国政委員長と、ト
ーホーを誘致しているこうべ未来都市機構に
対して、地域の近隣商業施設の維持・存続を
求める緊急申し入れをおこないました。神戸
市の担当者は「他社の誘致含めスーパーマー
ケットの維持に努めたい」と回答しました。

西議員西議員がが決算討論決算討論にに登壇登壇

地域の近隣商業施設の地域の近隣商業施設の
維持・存続を維持・存続を


